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医学部医学系入学試験と教育における公正性の確保を求める日本学術会議幹事

会声明―男女共同参画推進の視点から―（最終案） 

  

日本国憲法に定める「平等」原則（第 14条）並びに「教育を受ける権利」（第 26条）

の趣旨を反映し、教育基本法は、「すべて国民は、ひとしく、その能力に応じた教育を

受ける機会を与えられなければならず、人種、信条、性別、社会的身分、経済的地位又

は門地によって、教育上差別されない」（第 4 条第 1 項）と規定する。この理念に照ら

すと、今般、医学系分野の入学試験で明らかになった女子受験生に対する一律の得点調

整は、許されざる差別的な不公正処遇にあたる 1。このような不公正処遇が長年にわた

って行われて来たことは、厳格な公正性が要求されるべき入試制度全体の根幹を揺るが

し、大学教育そのものに対する社会の信頼を大きく損ねるものと言わざるを得ない。 

女子受験生に対する不公正処遇の背景には、医療現場の構造的問題が存在する。医師

の長時間労働は年齢・性別に関わりなく深刻であり、このままでは医師が疲弊して、医

療の持続可能性を確保できない。入学試験における公正性の確保とは別に、医療政策を

含め、医療界全体の構造的問題として問う必要があろう。また、生命を預かる職業上、

高い倫理性や強い使命感が医師の資質として必須であるとはいえ、社会の中に医師に対

して過大な自己犠牲や過重労働までも要求する風潮があるとすれば、それは社会全体で

考え直さなければならない 2。 

医学部医学系入学試験における公正性の確保と調査の徹底については、入試に対する

受験生の不安を払拭するためにも緊急性がきわめて高い。また、医学教育及び広く医療

界における男女共同参画の推進に向けた取り組みを強化し、二度と同様の事態が生じな

いようにする必要がある。日本学術会議は、学術における公正と男女共同参画を推進す

る立場から、幹事会の名において、以下の通り表明する。 

 

１．文部科学大臣の要請により医学部医学科を擁する国公私立大学に対して緊急調査が

行われたが、該当するすべての大学が、要請された調査の範囲にとどめず、徹底的な調

査を自主的に行い、自らが説明責任を果たすよう求めたい。 

調査結果によると、平成 25年度から平成 30年度にかけての入学者選抜における合格

率について、男性の合格率が女性より高い大学数（割合）は、全 81大学中 46～57大学

（57～71％）にのぼったことが確認された 3。その原因の調査等について、今後、各大

学の自主的な取り組みが重要である。 

入学試験に関する調査の徹底という意味では、論文試験や面接試験を含めた全体的な

検証が必要である。たとえば、面接試験において、「無意識のジェンダー・バイアス 4」

（固定的な性別役割を肯定する考え方や妊娠出産を「負荷」とみなす価値観など）にも

とづく質問や評価の偏りがあったか否かなど、評価の「質」にまで踏み込んだ徹底的な

検証が求められる。 

 

２．これを機に、すべての医学部医学科が、入試のみならず、医学教育課程全般につい

て男女共同参画の観点から自主的に精査し、問題を確認した場合にはその原因の究明と

改善を行うよう求めたい。また、当事者を含め、すべての関係者が問題を自覚していな

い場合もあり得る。このような潜在的問題にも目を向け、検証と取り組みの強化が期待
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される。 

 

３．大学や学協会には、男女学生および男女医師双方に対して、ライフイベントへの対

応を含めたキャリア形成支援や復職支援の充実を求めたい。医師の労働環境改善や医師

支援は、医療の質を確保するためにも不可欠であり、ライフイベントをかかえるすべて

の医師に対する包括的支援と結びつけて展開される必要があるからである 5 。 

日本学術会議もまた、医学教育のあり方や女性医師の活躍支援について意見を表明し

てきたが 6、そのフォローアップが必ずしも十分ではなかったことも事実である。また、

医学部医学科入試結果の性別不均衡や医師国家試験合格者の女性比率の停滞について

すでに指摘されていたにもかかわらず 7、その検証を怠ってきたことについても真摯に

反省しなければならない。今後は医学系学協会や大学・研究機関との連携をいっそう強

化し、積極的に課題発見や問題提起に努めていきたい。 

  

医師の過重労働の問題をめぐっては、これまでも医療界で議論が積み重ねられてきて

いる 8。厚生労働省もまた、医師の働き方改革に取り組んでいるところである 9。これら

の動きも注視しつつ、持続可能な医療のあり方をめぐる国民的議論を促すことが重要で

あるとの見地から、日本学術会議は、今後とも医療界及び市民との対話を進めていく所

存である。 
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